
令和２年度から令和６年度の５年間にわたり、農業振

興支援資金として総額 1,100 万円を寄付されました。

44 年余りの長きにわたり消防団員として消防業

務に精励し、豊富な知識と経験をもって消防団員

の指導育成および技術の向上に尽力されました。

叙勲・表彰

紺綬褒章

㈱シズナイロゴス

（伊藤功一郎代表取締役）

消防庁長官表彰

霜澤 勝博

（日高中部消防組合静内消防団 分団長）

桑嶋 千奈さん（高静小 ５年）

第 30 回どうしん小学生新聞グランプリ

まなぶん大賞

井上 美琴さん（ 静内小 １年）

第 65 回糸東会全国選手権大会

個人戦小学１年生女子形の部 ３位

岡本 燦李さん（三石小 ６年）

日清食品カップ第 41 回全国小学生陸上

競技交流大会　６年生女子 100 ｍ ４位

加藤 暖人さん（三石小 ４年）

苫小牧ライオンズクラブ旗争奪第 59 回

日胆東部剣道大会 

個人戦小学生低学年の部　優勝

北海道三石翔武館

苫小牧ライオンズクラブ旗争奪第 59 回

日胆東部剣道大会

団体戦小学生低学年の部　優勝

団体戦中学生の部　優勝

教育奨励賞
※学年は受賞日現在

ニュースフラッシュ

　静内高校と町は、「災害時における緊急避難施

設の使用協力に関する協定」を締結しました。

　同校は、カムチャツカ沖地震および青森県東方

沖地震の際に避難場所として学校施設を開放。そ

の経緯を踏まえ、本協定では災害発生直後の避難

者の受け入れや施設運用などについて定め、初動

対応を円滑に行えるよう整備しました。

　㈱シティックと町は、「災害時における一般・

産業廃棄物の収集運搬等及び下水道管路復旧等に

関する協定」を締結しました。

　この協定は、災害時のし尿処理や下水道管路の

復旧、災害廃棄物の処理などの業務提携について

定めたもので、生活衛生の維持と早期回復を目的

としています。

緊急避難施設の使用協力

静内高校と協定締結
３月18日／静内高校

災害時の廃棄物処理・下水機能復旧に協力

㈱シティックと協定締結
３月23日／静内庁舎

　町交通安全推進協議会は、新しい交通安全旗３

デザインを披露しました。

旗のイラストは静内高校美術部、文字は同校書

道部に作成を依頼。「横断歩道を渡る子どもを見

守る馬」「手を挙げて横断歩道を渡る馬」「運転し

ている馬」の３種類のイラストに力強い「交通安

全」の文字を合わせ、若い世代の発想を生かした

新ひだか町らしく親しみやすいデザインが完成し

ました。旗は 2,100 枚制作され、５月頃に町内に

設置される予定です。

静内高校書道部・美術部が協力

新・交通安全旗３デザイン完成
３月23日／静内高校

　町内の中高生５人と引率者２人が、友好親善訪

問団として姉妹都市である米国ケンタッキー州レ

キシントン市へ派遣され、ホームステイをしなが

ら異国文化を学びました。

　団員たちは、食事や建物など、行く先々で日本

とのスケールの差を肌で感じ、圧倒されながらも、

言葉や文化の違いを越えて現地の人と交流。帰国

時にはホストファミリーとの別れを惜しむほど楽

しく充実した滞在となりました。

レキシントン市友好親善訪問団

文化交流・体験でアメリカを満喫
３月26日～４月５日／レキシントン市

　農業を通じてふるさとの歴史や文化、自然につ

いて学び、関心を深める「ふるさとアグリチャレ

ンジ」の開村式が開かれました。

　この事業では、「あぐり村」と命名した静内中

野町の畑を拠点とし、参加者は村長・村民とし

て、１年を通してミニトマトやスイカなどの作物

栽培、収穫祭や餅つきなどの季節のミニイベント

を行います。開村式後には、参加者全員で畑に立

てる看板を作成。「あぐり村」の文字を思い思い

のイラストで彩り、看板を完成させました。　

農業体験＆季節イベントで地域の魅力を学ぶ

ふるさとアグリチャレンジ開村式
４月11日／静内中野町
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　図書館開館 10 周年記念事業として昨年実施さ

れた「本馬くんえほんシナリオ大賞」の受賞作『本

馬くんのこのほんどうぞ』の絵本が完成しました。

　絵本は、酒井みきさんのシナリオをもとに、馬

のイラストレーターおがわじゅりさんが作画を担

当。図書館のオリジナルキャラクター「本馬くん」

が、登場する仲間たちに本をすすめて歩くストー

リーとなっており、図書館や小学校の図書室で貸

し出されます。また、町内各小学校の入学式で新

１年生に１冊ずつ絵本がプレゼントされました。

本馬くんえほんシナリオ大賞受賞作

「本馬くんのこのほんどうぞ」完成
３月21日／図書館

タップしてInstagramをチェック！ タップしてInstagramをチェック！

https://www.instagram.com/p/DWOCdTiEXgp/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=MzRlODBiNWFlZA==
https://www.instagram.com/p/DXL7PCAkWIk/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=MzRlODBiNWFlZA==


４Shinhidaka 2026‐５

【国公立大学（17人）】

　 小樽商科大学、北海道教育大学、札幌医科大学、札幌

市立大学、名寄市立大学、弘前大学、岩手大学、福島

大学、高崎経済大学、山梨県立大学、水産大学校

【私立大学（71人）】

　 北海学園大学、北星学園大学、札幌大学、札幌大谷大

学、札幌学院大学、札幌国際大学、札幌保健医療大学、

星槎道都大学、東海大学札幌キャンパス、日本医療大

学、北翔大学、北海道医療大学、北海道科学大学、北

海道情報大学、北海道文教大学、獨協大学、桜美林大

学、近畿大学、摂南大学　ほか

【専門学校など（48人）】

　 苫小牧看護専門学校、札幌看護医療専門学校、北海道

医薬専門学校、北海道介護福祉学校、札幌医学技術福

祉歯科専門学校、日本航空大学校、日本工学院北海道

専門学校、北海道美容専門学校、札幌ブライダル＆ホ

テル観光専門学校、吉田学園公務員法科専門学校 ほか

【就職（37人）】

　 国家公務員一般事務、北海道警察、新ひだか町役場、

日高町役場、苫小牧信用金庫、びらとり農業協同組合、

日本郵便㈱北海道支社、㈱カナモト、佐川急便㈱、㈱

出口組、親和測量㈱、㈲静内ケアセンター、静内ぺテ

カリ、㈱ファームホロ、みついし昆布温泉蔵三　ほか

【国公立大学（２人）】

帯広畜産大学

【私立大学（10人）】

　 酪農学園大学、日本獣医生命科学大学、東京農業大学、

北翔大学、京都産業大学、國學院大學北海道短期大学部

【専門学校など（14人）】

 札幌デジタル＆動物・医療・観光専門学校、札幌ミュー

ジック＆エンターテインメント専門学校、北海道エコ・

動物自然専門学校、北海道理容美容専門学校美容科、

北海道立農業大学校畑作園芸経営学科、兵庫県立農業

大学校農産園芸課程、滋賀県立農業大学校畜産課程、

日本中央競馬会競馬学校騎手課程、地方競馬全国協会

地方競馬教養センター、日本軽種馬協会生産育成技術

者研修、日本装削蹄協会装蹄教育センター

【就職（22人）】

　 ㈱小国スティーブル、新冠町役場、㈱日高食肉セン

ター、近澤興業㈱、北海道ホテル＆リゾート㈱、北海

道日高乳業㈱、門別競馬場川島洋人厩舎、ジェイ・アー

ル北海道バス、北海道行政職員(農業）、㈱エフビーエ

ス、苫小牧信用金庫、野口観光、㈲社台コーポレーショ

ン、ノーザンファーム、三橋ステーブル、㈱セノン、

JR札幌病院前デンタルクリニック、雪印メグミルク㈱、

日本中央競馬会、川崎競馬場長友厩舎、トヨタ自動車

九州㈱

令和７年度静内高校・静内農業高校進路実績令和７年度静内高校・静内農業高校進路実績

静内農業高校進路実績静内高校進路実績

善意に感謝します
次の方々から温かいご厚志が寄せられました。 （敬称略、 順不同）

■  農業振興支援資金として　㈱シズナイロゴス（代表取締役社長 伊藤 功一郎）

■ こどもの地域活動資金として　㈱長嶺設備工業（代表取締役 中畑 譲司）

■ 子ども子育て支援および防災関連資金として

　公益社団法人浦河地方法人会新ひだか支部　（支部長 河原 秀幸)

■ 新ひだか町の未来をけん引する人づくり資金として

　北海道彌生ホールディングス㈱（代表取締役会長 長谷川 尚功）

■ 馬を通じた人材育成推進資金として　㈱トラストバンク（代表取締役 大井 潤）

■ 二十間道路桜並木樹勢回復事業資金として

　㈱テラスホールディングス（代表取締役社長 山田 浩司）

■ 二十間道路桜並木樹勢回復事業資金として

　㈲五十嵐産業（代表取締役社長 五十嵐 豊和）

■ 青少年のスポーツ活動用品　池内建設㈱（代表取締役 能登谷 満）

■ スポーツ用品（教室用ゼッケン）　本庄 薫（静内御園）
(公社)浦河地方法人会

新ひだか支部

池内建設㈱

企業版ふるさと納税として企業の皆さまから

いただいた寄付の実績や事業レポートを町公

式ホームページで紹介しています。

ニュースフラッシュ

https://www.shinhidaka-hokkaido.jp/hotnews/detail/00001811.html



